物質量molの計算
問題

(1)水分子0.30molに含まれる水素原子は何個か。
(2)塩化カルシウムCaCl2　8.0molに含まれるカルシウムイオンCa2＋は何個か。
(3)180gの水には分子が何個含まれているか。
(4)銀0.250molの質量は27.0gである。銀の原子量を求めよ。
(5)窒素1molから生成するアンモニアNH3は何molか。ただし、N2＋3H3→2NH3

いつもmolを中心に考える。
解説

(1)水分子0.30molに含まれる水素原子は何個か。
　molを個数に直すには6.0×1023をかける。

　0.30×6.0×1023＝1.8×1023個(H2O)

　水はH2Oで、分子1つの中に水素原子は2個あるので、

　1.8×1023個(H2O)の中にある水素原子は1.8×1023×2＝3.6×1023個
(2)塩化カルシウムCaCl2　8.0molに含まれるカルシウムイオンCa2＋は何個か。
　8.0×6.0×1023＝48×1023＝4.8×10×1023＝4.8×101×1023＝4.8×1024個(CaCl2)

　(CaCl2)1個の中にCaは1個なのでCa2＋は4.8×1024個

(3)180gの水には分子が何個含まれているか。
　水の分子量は18なので、　180g÷18＝10mol
　10×6.0×1023＝60×1023＝6.0×10×1023 (H2O)＝6.0×101×1023＝6.0×1024(個)

(4)銀0.250molの質量は27.0gである。銀の原子量を求めよ。
　mol×式量＝gなので式量＝g÷mol＝27.0÷0.250＝108
　※ふつう式量には単位をつけない。

(5)窒素1molから生成するアンモニアは何molか。
　　まずは窒素を合成する化学反応式を作る。

　　N2＋3H2→2NH3　

　　係数はmolの比を表すので、窒素1molからアンモニアは2mol生成する。


(6)アンモニア8molを生成するのに必要な窒素は何molか。
　8÷2＝4mol　
◆次の問いに答えなさい。ただし原子量はH＝1、C＝12、N＝14、O＝16とする。

(1)酸素64gは何molか。

(2)二酸化炭素0.3molは何gか。

(3)1.5molの鉄には何個のFe原子が含まれているか。

(4)1.5×1023個の窒素分子は何molか。

(5)水9gには何個の分子が含まれているか。

(6)酸素8gは何Lか。

(7)二酸化炭素11.2Lは何gか。

(8)水素3gには水素分子が何個含まれているか。

　また、水素原子は何個含まれているか。

解答

(1)g→molに直すときは式量(モル質量)で割る。酸素O2の式量＝16×2＝32

　64÷32＝2mol
(2)mol→gに直すときは式量をかける。CO2の式量＝12＋16×2＝44

　0.3×44＝13.2g
(3)mol→個に直すときは6.0×1023をかける。

　1.5×6.0×1023＝9.0×1023　(個)
(4)個→molに直すときは6.0×1023　で割る。
　1.5×1023÷(6.0×1023)＝0.25mol
(5)g→個は直せないので、g→mol→個の順に直す。
　g→molは式量で割る。H2O＝1×2＋16＝18なので、9g÷18＝0.5mol
　mol→個は6.0×1023をかける。　0.5×6.0×1023　＝3.0×1023　(個)
(6)g→Lは直せないので、g→mol→Lの順に直す。
　g→molは式量で割る。8g÷32＝0.25mol

　mol→Lは22.4をかける。　0.25mol×22.4＝5.6L
(7)L→gは直せないので、L→mol→gの順に直す。

　L→molは22.4で割るので、11.2÷22.4＝0.5mol

　mol→gは式量をかけるので、0.5×44＝22g
(8) g→個は直せないので、g→mol→個の順に直す。
　g→molは式量で割る。H2＝1×2＝2なので、3g÷2＝1.5mol
　mol→個は6.0×1023をかける。　1.5×6.0×1023　＝9.0×1023　(個)
　水素分子H21個に水素原子Hは2個含まれているので、

　9.0×1023(個)×2＝18×1023(個)＝1.8×10×1023＝1.8×1024(個)
g
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